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第 4 章においては，第 3 章で、述べた増幅器の動特性が述べられている。すなわち，この増幅器で超低周波
信号を増幅した場合の負荷電流波形および高調波成分を陽極交流電源電圧波形が一般の対称波形で・ある場
合について計算し，さらに実験を行っている。乙の結果， ω二三 4α であれば出力には α の高調波は現われ






性を計算および実験で述べ，同時に跳躍特性を線形化する 2 ， 3 の万j去について述べ，しゃへい格子制御?
方法を用いたものが最も効果的であること壱述べている。
































































の出力を直接信号電圧としてサイラトロン増幅器F (サイラトロンとして 2D 21 を使用)に加え， その出
力に電流感度 800mA/mm 電圧感度 1400V/mm なる可変極性の直線性検出結果を得ている。
第 9 章は「サイラトロン増幅器の将来性」と題し，最近米国において新らたに開発された固体サイラト
ロンを本増幅器の放電管の代りに使用すべきことを述べたものであって，乙の固体サイラトロンの発達を
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まてば，著者の考察になる増幅器の特性もさらに著しく改善されるであろうと述べ，本増幅器の将来性に
対し多大の期待を寄せている。
第10章は「結論」であって，以上の研究についての結論を総話的に述べたものである。
以上のように著者は従来の変形サイラトロン増幅器を巧妙に改良し，抵抗負荷のみならず，一般の
R-L 負荷にまで使用範囲を拡張するとともに， ζの増幅器に附随する跳躍現象を見事に解明し，さらに
しゃへい格子制御によるサイラトロン増幅器をも新らたに創案した口著者のこの増幅器に関する研究は現
在のサイラトロンの品質向上さらにすすんでは固体サラトロンの発展と相まって工学，ならびに工業技術
に大いに貢献するものと期待できる。よってこの論文は博士論文として価値あるものと認める。
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